
中学校第３学年国語科学習指導案 

 

                                  指導者 川口 祐 

１ 日 時  令和３年１１月１９日（金） １４：２０～１５：１０ 

 

２ 学年 ・ 組  広島市立亀崎中学校 第３学年１組 

 

３ 単 元 名  「挨拶―原爆の写真に寄せて・仮繃帯所にて」 

 

４ 単元について 

（１）教材観 

「挨拶－原爆の写真によせて」は石垣りん作の口語自由詩である。この詩には様々な表現技法が用いられ，

戦争を忘れ平和に浸っている現代人に対する警鐘が，暗喩的な表現とともに語られている。「仮繃帯所にて」は

峠三吉作の自由詩である。この詩にも様々な表現技法が用いられ，一発の原子爆弾による被害の凄惨さが，直

接的な言葉でありありと表現されている。特に「挨拶」は，結末にある「油断」の具体が示されていないこと

から，経験や知識に照らしながら批判的に読む力を育成することに適している。また，詩の暗喩的な表現を読

み解くことで作者の意図に近づくことができる「挨拶」と，直接的な表現によって原爆の被害のむごさを訴え

る「仮繃帯所にて」を比べながら読むことで，詩の内容について生徒の主体的な思考を促すと考えられる。 

 

（２）生徒観 

本学級の生徒は，5月に実施された全国学力・学習状況調査において，「文章に表れているものの見方や考え

方を捉え，自分の考えをもつ」問題の正答率が 13.5%と苦手意識がみられた。また，「文脈の中における語句の

意味を理解する」問題の正答率も 32.4%と，やや苦手としている。 

これまで物語文や詩の学習では，語句の意味を捉え内容を理解する力の向上が見られるものの，語句に込め

られた意味を吟味する経験は十分ではない。本単元では，時代背景や，作者の置かれた状況等を丁寧に確認し

た上で，詩の中での語句の用いられ方や表現技法などに着目し，詩の主題についてそれぞれの考えが深まるよ

う指導していく必要がある。 

 

（３）指導観 

本単元では，中学校学習指導要領解説国語編「Ｃ 読むこと」領域の，「イ 文章を批判的に読みながら，文章

に表れているものの見方や考え方について考えること」と，「エ 文章を読んで考えを広げたり深めたりして，

人間，社会，自然などについて，自分の意見をもつこと」を目標としている。特に作品の言葉一つ一つについ

て批判的に意味を吟味できるよう，作品の第一印象をグラフ等で視覚化し，その違いについて作品の言葉を根

拠に説明し合う活動を行う。また，「挨拶」と「仮繃帯所にて」を並読することでそれぞれの作品のものの見

方・考え方を比較し，自分の考えをもつ力の育成を図る。 

 

５ 単元（題材）の評価規準 

 (1) 具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めること。 

【知識及び技能】（(2)ア) 

 (2) 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方について考えること。 

【思考力，判断力，表現力等】（C(1)イ) 

(3) 文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然などについて自分の意見をもつことができ 

る。【思考力，判断力，表現力等】（C(1)エ) 

(4) 言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上させ，我が国の言語文化に関わり，思いや 

考えを伝え合おうとする。（学びに向かう力，人間性等） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
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ともに，読書を通して自己を向
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６ 本単元における言語活動 

  シンクロメーターを作成し，今と昔の「油断」について考えることで，作者が詩に込めた思いを考える。 

 

７ 単元（題材）の指導計画と評価計画 

  学習活動 知･技 思･判･表 態度 評価方法 

第
一
次 

第 1時 

・時代背景や作者の置かれた状況を理解した上で

それぞれの作品を通読し，学習の見通しをもつ。 

・それぞれの詩を読んでもった感想や印象をまと

め，交流する。 

   
授業観察 

ノート 

第
二
次 

第 2時 

・作者が「仮繃帯所にて」に込めた思いを円グラフ

に表す。 

・対比表現に着目して詩の前半を読み，被害を受け

た女学生の凄惨な姿を読み取る。 

 ◎  
授業観察 

ノート 

第 3時 

・反復表現に着目して「仮繃帯所にて」の後半を読

み，詩に込められた作者の心情を捉える。 

・作者が「仮繃帯所にて」に込めた思いを，再度円

グラフに表す。 

 ◎  
授業観察 

ノート 

第 4時 
・「挨拶－原爆の写真に寄せて」を読み，内容につ

いて理解する。 
 ◎  

授業観察 

ノート 

第 5時 

・作者の表現の工夫や詩の中の言葉に着目して，現

在と過去の共通点や相違点を考え，作者が詩に込

めた思いについて読み取る。 

◎ ◎ ○ 
授業観察 

ノート 

第
三
次 

第 6時 

・前時までに学習したことを基に，詩から読み取っ

た作者の思いと，それに対する自分の意見を 300字

程度でまとめ，感想や意見を述べ合う。 

 ◎ ○ ノート 

 

８ 本時について 

(1) 本時の目標 

  表現の工夫に注目して，作者が詩に込めた思いを読み取ろう。 

 

(2) 本時の評価規準 

観点 評価規準 具体的な生徒の姿（Bと判断する状況） 

知識・技能 

詩の具体的な表現や抽象的な表現な

ど情報と情報の関係について理解を深

めている。 

 作品の抽象的な表現から具体的な例を説明

したり，具体的な描写を根拠に主題をまとめた

りしている。 

思考・判断・表現 詩を批判的に読みながら，詩に表れて 詩の表現を様々な角度から吟味し，詩の主題



いるものの見方や考え方について考え

ている。 

をまとめている。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

積極的に使われている言葉や表現技

法などに着目しながら詩を分析し，自分

の考えを広げたり深めたりしようとし

ている。 

 詩の表現に込められた意味について語り合

ったり，気づいた内容をノートにメモしたりし

ようとしている。 

 

 

(3)本時の学習過程 

時

間 
○学習内容 ・学習活動 ・指導上の留意点 ■評価規準（評価方法） 

導
入 

１ 本時の課題を把握する 

  (1)前時の学習の振り返りをする 

  

 

(2)本時の目標を知る。 

・学習の見通しをもてるよ

うに，前時までに学んだ表

現の着眼点をスライドに示

す。・対比・反復 

・目標を示し，見通しをもた

せる。 

 

 

 

展
開 

２ 対比表現や反復表現が用いられている

部分に線を引かせ，表現の工夫に目を向け

させる。 

 

３ 「油断」という言葉について，今と昔で

質の違いがないか考える。 

(1)シンクロメーターを作り，自分の思 

考を整理する。 

(2)今と昔の共通点や相違点を挙げ， 

「油断」について考える。 

(3)少人数グループでお互いの意見を 

交流する。 

   (4)全体で共有する。 

 

５ 交流を通して考えたことを踏まえて，作 

者がこの詩に込めた思い（主題）をまと

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・詩の中の表現や知識を根拠

に挙げながら理由を説明でき

るよう，適切に説明できてい

る生徒を全体に紹介する。 

・共通点が挙げられない生徒

には，反復表現に着目するよ

う促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

思・判・表 

詩の表現を様々な角度から吟

味し，詩の主題をまとめてい

る。 

主 

詩の表現に込められた意味に

ついて語り合ったり，気づいた

内容をノートにメモしたりし

ようとしている。 

ま
と
め 

６ 本時の学習を振り返る 

・前時に考えた詩の主題と比べて，新た 

に考えられたことや読み取れたこと

や，どのように考えることでそれらが

できたのかを視点として示す。  

 

・自身の変容に気づけるよう

にする。 

 

 

表 現 の 工 夫 に 着 目 し て ， 作 者 が 詩 に 込 め た 思 い （ 主 題 ） を 読 み 取 る 。 



    

前時のまとめ(作者が詩に込めた思い) 

  

◎再考 作者が詩に込めた思い 

今と昔の共通点 今と昔の相違
そうい

点 

(4)ワークシート 

 


